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近年、溶液塗布により低コストで容易に作製可能であるペロブスカイト太陽電池は 25 %以上の

高いエネルギー変換効率を達成しており、さらなる高効率化、耐久性の向上等、実用化に向けた

研究が活発に行われている。ペロブスカイト太陽電池は光活性層として ABX3と表される有機-無

機ペロブスカイト結晶を用いている。A サイトには有機カチオンであるメチルアンモニウム

(CH3NH3
+ /MA)やホルムアミジニウム(HC(NH2)2

+ /FA)、B サイトに金属カチオンである鉛(Pb2+)や

スズ(Sn2+)、X サイトにハロゲン化物である塩素(Cl-)、臭素(Br-)及びヨウ素(I-)が使用されている。

同太陽電池においては有機-無機ペロブスカイト結晶として有機カチオンであるメチルアンモニ

ウムやホルムアミジニウムを含んだペロブスカイト化合物が高いエネルギー変換効率を示すこと

から広く用いられているが、熱や水分に対する耐久性が低く、有機カチオンの代わりにアルカリ

金属などの無機カチオンを用いた全無機型ペロブスカイト化合物が熱への耐久性が改善されるこ

とが報告されている[1][2]。 CsPbIBr2薄膜は水分によりペロブスカイト相(α相)から非ペロブスカ

イト相(δ相)へ構造変化を起こすことが知られている[3]。一方、光に対する安定性が低いことが課

題となっており、特に CsPbI2Br 薄膜に UV 光を照射することで、時間経過に伴い結晶構造が変化

することが報告されている[4]。 

本研究では、全無機型ペロブスカイト化合物の中で CsPbIBr2薄膜を取り上げ、大気雰囲気下に

おける暗所および光照射下における安定性の評価を行った。その結果、時間経過に伴い、暗所お

よび光照射下に静置した試料ではその安定性に大きな差異が見られることが分かった。詳細な実

験結果については当日報告する。 
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